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大島弓子に
まつわる

A to Z
﹁
つ
る
ば
ら
つ
る
ば
ら
﹂
で
夢
に
見

る
家
、﹁
バ
ナ
ナ
ブ
レ
ッ
ド
の
プ
デ
ィ

ン
グ
﹂
の
大
学
教
授
の
家
を
は
じ
め
、

﹁
野
イ
バ
ラ
荘
園
﹂﹁
ミ
モ
ザ
館
で
つ

か
ま
え
て
﹂
な
ど
、
美
し
い
建
築
、

特
に
洋
館
へ
の
憧
れ
が
よ
く
描
か
れ

る
。﹁
夏
の
お
わ
り
の
ト
短
調
﹂
で

は
叔
母
が
住
む
美
し
い
洋
館
が
舞
台

と
な
り
、一
九
世
紀
イ
ギ
リ
ス
の﹁
お

屋
敷
も
の
﹂
小
説
や
ゴ
シ
ッ
ク
小
説

を
思
わ
せ
る
。

一
九
四
七
年
生
ま
れ
の
イ
ギ
リ
ス

の
ミ
ュ
ー
ジ
シ
ャ
ン
。代
表
作
に﹃
ジ

ギ
ー
・
ス
タ
ー
ダ
ス
ト
﹄
な
ど
が
あ

る
。﹁
ヒ
ー
・
ヒ
ズ
・
ヒ
ム
﹂
の
ピ
ー

タ
ー
・
ピ
ン
ク
コ
ー
ト
、﹁
Ｆフ

ロ
イ
ト式

蘭
丸
﹂

の
蘭
丸
、﹃
綿
の
国
星
﹄
の
ラ
フ
ィ

エ
ル
、﹃
い
ち
ご
物
語
﹄
の
日
向
温

な
ど
、
彼
を
思
い
起
こ
さ
せ
る
キ
ャ

ラ
ク
タ
ー
は
多
い
。﹁
ほ
う
せ
ん
か
・

ぱ
ん
﹂
に
は
彼
の
グ
ッ
ズ
を
売
る

シ
ー
ン
も
。

「Ｆ式蘭丸」より。森蘭丸について説明するよき子。

「ほうせんか・ぱん」より。

「綿の国星」より。ラフィエルの見た目は
70年代のデヴィッド・ボウイを想起させる。

『いちご物語』より。歌うおおかみまん。「スターマ
ン」は同名のデヴィッド・ボウイの曲からか。

「まだ宵のくち」より。紅茶缶に「BOWIE TEA」と
書かれている。

a r c h i t e c t u r e

b o w i e , d a v i d

建
築

A

﹃
綿
の
国
星
﹄
の
チ
ビ
猫
か
ら
﹁
サ

バ
シ
リ
ー
ズ
﹂﹃
グ
ー
グ
ー
だ
っ
て

猫
で
あ
る
﹄﹃
キ
ャ
ッ
ト
ニ
ッ
プ
﹄

ま
で
、
猫
は
大
島
作
品
と
は
切
っ
て

も
切
り
離
せ
な
い
。
ラ
フ
ィ
エ
ル
、

双
子
の
モ
ル
ド
と
グ
リ
ン
、
タ
マ
ヤ
、

キ
ャ
ラ
ウ
ェ
イ
な
ど
、
魅
力
的
な
猫

の
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
は
数
え
き
れ
な
い
。

サ
バ
ま
で
は
擬
人
化
さ
れ
て
描
か
れ

て
い
た
が
、﹃
グ
ー
グ
ー
だ
っ
て
猫

で
あ
る
﹄
以
降
は
、
猫
の
姿
の
ま
ま

作
品
に
登
場
す
る
。

c a t

猫

C
デ
ヴ
ィ
ッ
ド
・
ボ
ウ
イ

B

さまざまな要素で
構成される大島ワールド。

その一部を、
AからZのキーワードで紹介します。
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作
品
解
説

図
書
の
家
（
小
西
優
里
、
岸
田
志
野
、
卯
月
も
よ
）

三
浦
沙
良

ヤ
マ
ダ
ト
モ
コ

Commentaries on her works
頭
カ
ラ
ー
で
の
初
登
場
だ
っ
た
。
咲
子
は
成
績

優
秀
な
高
校
生
だ
が
、
一
三
歳
の
時
に
出
産
し

た
幼
い
娘
を
育
て
る
た
め
、
夜
は
踊
り
子
と
し

て
働
い
て
い
た
。
し
か
し
補
導
さ
れ
て
退
学
の

短
大
英
文
科
在
学
中
に
発
表
し
た
デ
ビ
ュ
ー

作
。
血
の
つ
な
が
ら
な
い
母
子
の
確
執
と
心
の

交
流
の
物
語
。
主
人
公
の
ポ
ー
ラ
が
と
て
も
愛

ら
し
く
描
か
れ
て
お
り
、
大
島
の
小
さ
き
も
の

を
見
守
る
視
線
が
こ
の
デ
ビ
ュ
ー
作
か
ら
遺
憾

な
く
発
揮
さ
れ
て
い
る
。
お
馴
染
み
の
走
り
去

る
少
女
の
後
ろ
姿
や
、
舞
い
散
る
木
の
葉
と

い
っ
た
演
出
も
既
に
頻
出
し
て
い
る
。

危
機
に
。
ク
ラ
ス
メ
イ
ト
の
森
た
ち
が
咲
子
を

助
け
よ
う
と
団
結
す
る
ラ
ス
ト
は
、
未
来
へ
の

希
望
に
満
ち
て
い
る
。

初
期
の
代
表
作
。
貧
困
、傷
病
、戦
争
と
い
っ

た
悲
劇
も
の
を
担
当
し
て
い
た
大
島
が
、
当
時

の
少
女
マ
ン
ガ
で
は
タ
ブ
ー
と
さ
れ
て
い
た
女

子
高
生
の
妊
娠
と
捨
て
子
事
件
と
い
う
シ
ョ
ッ

キ
ン
グ
な
テ
ー
マ
を
取
り
上
げ
た
。
親
友
の
妊

娠
発
覚
と
同
時
に
、
自
分
が
望
ま
れ
ぬ
子
で

あ
っ
た
こ
と
を
知
る
玲
。
そ
の
子
に
自
分
を
重

ね
合
わ
せ
、
親
友
と
お
腹
の
子
を
守
ろ
う
と
す

四
姉
妹
の
中
で
一
人
劣
等
感
に
苛

ま
れ
る
秋
子
。
実
は
、
彼
女
は
養
女

だ
っ
た
。
急
逝
し
た
養
母
の
代
わ
り
に

な
ろ
う
と
し
て
失
敗
続
き
の
秋
子
と

家
族
を
め
ぐ
る
物
語
。
異
父
妹
で
あ
る

美
し
い
転
入
生
が
ク
ラ
イ
ス
ト
の
「
拾

い
子
」
を
朗
読
す
る
シ
ー
ン
や
、
フ
ラ
ン
ス
語

風
の
副
題
「
ラ
・
レ
ッ
セ
ー
・
イ
デ
ン
」
も
印

象
的
だ
。
家
族
と
日
常
を
テ
ー
マ
に
し
た
初
期

の
代
表
作
。

る
玲
の
激
情
を
、
そ
の
ま
ま
コ
マ
の
大
小
や
ぶ

ち
抜
き
な
ど
に
反
映
さ
せ
て
い
く
画
面
構
成
は

当
時
斬
新
で
あ
っ
た
。
心
情
を
そ
の
ま
ま
に
描

く
同
作
の
手
法
に
は
、
同
世
代
の
作
家
で
あ
る

竹
宮
惠
子
や
萩
尾
望
都
が
衝
撃
を
受
け
た
と
後

に
述
べ
て
い
る
。

『
マ
ー
ガ
レ
ッ
ト
』
の
専
属
を
離
れ
て
小
学
館

の
『
少
女
コ
ミ
ッ
ク
』
に
発
表
し
た
作
品
。
巻

「
誕
生
」よ
り
。

名
作
ぞ
ろ
い
の
大
島
作
品
。

そ
の
な
か
で
も
、

特
に
お
す
す
め
の
も
の
を
紹
介
し
ま
す
。

ポ
ー
ラ
の
涙

初
出 『
週
刊
マ
ー
ガ
レ
ッ
ト
』

一
九
六
八
年
春
休
み
増
刊
四
月
一
〇
日
号

入
手
し
や
す
い
収
録
書
籍

『
大
島
弓
子
選
集
　
第
1
巻
　
誕
生
』

（
朝
日
ソ
ノ
ラ
マ
）ほ
か（
す
べ
て
絶
版
）

誕
生 

※
原
題
：
誕
生
！

初
出 『
週
刊
マ
ー
ガ
レ
ッ
ト
』

一
九
七
〇
年
五
二
号
～
一
九
七
一
年
八
号

入
手
し
や
す
い
収
録
書
籍

『
大
島
弓
子
選
集
　
第
1
巻
　
誕
生
』

（
朝
日
ソ
ノ
ラ
マ
）ほ
か（
す
べ
て
絶
版
）

1
9
6
8
年

あ
し
た
の
と
も
だ
ち

初
出 『
別
冊
少
女
コ
ミ
ッ
ク
』一
九
七
一
年
一
〇
月
号

入
手
し
や
す
い
収
録
書
籍

『
大
島
弓
子
選
集
　
第
1
巻
　
誕
生
』

（
朝
日
ソ
ノ
ラ
マ
）ほ
か（
す
べ
て
絶
版
）

1
9
7
1
年

1
9
7
0
年

雨
の
音
が
き
こ
え
る

初
出 『
別
冊
少
女
コ
ミ
ッ
ク
』

一
九
七
二
年
一
〇
月
号
～
一一
月
号

入
手
し
や
す
い
収
録
書
籍

『
大
島
弓
子
選
集
　
第
2
巻
　

ミ
モ
ザ
館
で
つ
か
ま
え
て
』

（
朝
日
ソ
ノ
ラ
マ
）ほ
か（
す
べ
て
絶
版
）

1
9
7
2
年
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